
 

 

２０２３年度（下期） 高校生奨学生 募集要項 

奨学金の目的 

似鳥国際奨学財団は、人のため・世のために役に立ちたいと、夢に向かってチャレンジし、学業に励 

む人を応援します。『学力優秀』と『志操堅実』の両方を兼ね備えながらも、経済的に困窮している方を 

支援してまいります。 

 

１ 奨学金概要 

① 支給金額 ： 月額 ４ 万円 （給付型） 

② 支給期間 ： ２０２３年４月～２０２４年３月 （支給期間中に卒業する人は、卒業月まで） 

③ 支給方法 ： お振込み ( 支給開始は、２０２３年５月(４月分は、５月にまとめて支給 ) 

④ 採用人数 ： 最大２００名 （上期・下期合わせて） 

⑤ 募集期間 ： ２０２２年１１月２０日(日）〆 

⑥ 応募方法 ： オンラインでエントリーフォームを入力 （学校推薦は不要） 

 
                →        →        → 

 

⑦ 選考スケジュール 

       
 

 
【注意事項】 

・ WEB テスト・・適性検査・面接は、オンラインにて実施します。 

・ 二次選考の提出書類は、一次選考合格者に案内いたします。 

・ 選考結果は、合否に関わらず応募者全員にＥメールにて通知いたします。 

エントリーの際に、常に受信・確認ができるメールアドレスをご登録下さい。 

１、（nitoriKSZ_09@nitori.jp） ２、(nitori-shougakuzaidan@s.axol.jp) 

詳しくは以下のホームページよりエントリーをして下さい。 
https://www.nitori-shougakuzaidan.com/ 

1・2年ＨＲ掲示 
2022.10.11 

選考段階 選考内容 選考時期 結果通知 

一次選考 WEB 願書・WEB テスト １１月上旬 12 月上旬～12 月中旬 

二次選考 書類審査・性格検査 １２月中旬～12 月下旬 1 月上旬～1 月中旬 

三次選考 オンライン面接 １月中旬～2 月上旬 2 月下旬 

似鳥国際奨学財団ホームページ 

http://www.nitori-shougakuzaidan.com/ 
これから 

エントリーされる方 
高校生奨学金 

高校生対象 

エントリーボタン 



お金の心配なく大学や専門学校で学びたい生徒のみなさんへ

2020年4月から新制度がスタートしています!

住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生

授業料・入学金の

免除/減額
給付型奨学金の

支 給＋

○授業料等減免と給付型奨学金（生活費）を併せた手厚い支援が受けられます。

○高校等ごとの推薦枠（人数上限）はありません。

○高校等の成績だけで否定的な判断をせず、レポートや面談により本人の学修意欲や進学目的等を確認します。

文部科学省
特設HP

日本学生支援機構
進学資金シミュレーター

「学びたい気持ちを応援します」
（制度全体の概要を確認できます。）

「給付奨学金シミュレーション」
（自身が対象となるかなどを
大まかに調べられます。）

○日本学生支援機構 奨学金相談センター
電話：０５７０－６６６－３０１(月～金，9:00～20:00)

＊土日祝日，年末年始を除く。通話料がかかります。

＊給付型奨学金のほか，貸与型奨学金や返還のご相談も可能です。

○各大学･専門学校等の学生課や奨学金窓口

進学を目指す大学や専門学校の授業料等減免制度については，

各学校の学生課や奨学金窓口に相談してみましょう。

対象

支援内容

申請期間

くわしい情報はこちら 支援内容や手続きなどの相談窓口

大学・短大・高専（4～5年）・専門学校の

○進学先の大学等では、しっかり学習することが求められます。（成績次第で警告や支援の打切りもあります。）

高等教育の修学支援新制度

（注）高校等には、高等専門学校（3年次）、中等教育学校の後期課程、
特別支援学校の高等部、専修学校の高等課程を含みます。

「高等教育の修学支援」公式キャラクター
【まねこ先生（左）とまなびーニャ（右）】

高等教育の修学支援
LINE公式アカウント

返済不要！

高校3年の4月以降（学校ごとに異なります）
※進学後に大学等で申し込むこともできます。



どんな学生が対象になるの？

世帯収入や資産の要件
を満たしていること

住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯

進学先で学ぶ意欲があ
る学生であること

成績だけで判断せず、レポートなどで学ぶ意欲を確認

将来、社会で自立し、活躍できるよう、しっかりと勉学に励むことが大切です

要件を満たす学生全員が支援を受けられます。

給付型奨学金の支給額は？

区 分 自宅通学 自宅外通学

大学・短期大学・専門学校
国公立 約 35万円 約 80万円

私立 約 46万円 約 91万円

高等専門学校
国公立 約 21万円 約 41万円

私立 約 32万円 約 52万円

給付型奨学金の支給額（年額）
(住民税非課税世帯〈第Ⅰ区分〉の場合)

対象になる学校は？

一定の要件を満たすことを国等が確認した

大学、短期大学、高等専門学校（４年・５年）、専門学校

に通う学生が支援を受けられます。

第Ⅰ区分（住民税非課税世帯）の場合は、下記の額が支給されます。
（第Ⅱ区分、第Ⅲ区分の場合は、それぞれ第Ⅰ区分の額の２/３、１/３）

2020年4月から新しい給付奨学金・授業料等減免制度がスタート！

授業料・入学金のサポートは？

国公立 私 立

入学金 授業料 入学金 授業料

大学 約 28万円 約 54万円 約 26万円 約 70万円

短期大学 約 17万円 約 39万円 約 25万円 約 62万円

高等専門学校 約 8万円 約 23万円 約 13万円 約 70万円

専門学校 約 7万円 約 17万円 約 16万円 約 59万円

授業料等の免除・減額の上限額(年額) (住民税非課税世帯〈第Ⅰ区分〉の場合)

給付型奨学金の対象者は、授業料と入学金の減免を受けることができます。
（第Ⅱ区分、第Ⅲ区分の場合は、それぞれ第Ⅰ区分の額の２/３、１/３）

世帯収入によって支援を受けられる額が変わるの？

例
4人家族〈本人(18歳)･父(給与所得者)･母(無収入)･中学生〉で、
本人がアパートなど自宅以外から私立大学に通う場合の支援額(年額)

上限額

給付型奨学金

約91万円

授業料減免

約70万円

注）年収目安は、兄弟の数や年齢等の世帯構成などで異なります

年収目安
～270万円
住民税非課税世帯
〈第Ⅰ区分〉

上限額の2/3

上限額の1/3

約30万円

約61万円

約47万円
約23万円

～300万円
〈第Ⅱ区分〉

～380万円
〈第Ⅲ区分〉

自分が支援の
対象になるか
調べてみよう。

世帯収入に応じた３段階の基準で支援額が決まります。

進 学 資 金
シミュレーター

高等教育の修学支援新制度



  ３年ＨＲ掲示  
2022.10.11 

 

平和堂財団  

2023 年度大学進学者育英奨学生の募集  

 

募集人数  ３年生（在学生）対象  滋賀県内で 8 名  

    ※本校からの推薦は 1名～ 2名。それ以上希望者がいる場合は校内選考を行う。 

            

給付内容  月額５万円（年額６０万円）を給付。(返済の必要なし ) 

 

給付期間   2023 年４月から正規の課程の最短修了年限の終期ま

で給付を予約。 (毎年新学期に給付の継続手続きが必要)。 

※ただし、給付時に大学に在学していない者及び休学している者には給付しない。 

 

応募資格  2023 年 3 月の卒業予定者で、大 学 （ 短 大 等 は 除 く ）

に 進 学 を 希望する者のうち、次の要件すべてに該当する者。 

 

  １  「大学進学者育英奨学金給付申請書」に記載の第１志望、または第２  

   志望校へ 2023 年４月に入学する者。  

  ２  学力・学業・人物に特に優れ、かつ向学心に燃えている者。  

  ３  大学への進学後も特に優れた学業成績を修められる見込みがある者。  

  ４  経済的な理由により大学への進学および大学での修学に困難があり、  

   正規の課程の修了年限まで援助が必要と認められる者。  

  ５  他の団体や財団等から同種類の奨学金（返済義務のない奨学金）  

   などの給付を同額（月額５万円）以上受けない者。   

 

校内提出締切    １１月７日（月）  

 

※  期  限  厳 守  ※  

 

  ◇  希望者は、進路室  田村ま で 申 し 出 る こ と ◇  
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